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各委員会の構成
　第１回臨時会において、各委員会の構成が下記のとおり決定されました。
議会運営委員会	 委員長：片桐 美良　副委員長：森 弓子
委員：永田 徳男　森 厚夫　酒向 信幸　村瀬 正樹　渡辺 義昌
文教民生常任委員会	委員長：渡辺 義昌　副委員長：金井 文敏
委員：田口 智子　村瀬 正樹　片桐 美良　山田 栄　柘植 宏一　牧田 秀憲
企画建設常任委員会	委員長：酒向 信幸　副委員長：森 弓子
委員：前田 孝　永田 徳男　髙井 厚　渡辺 孝男　坂井 文好　森 厚夫

※引き続き2つの特別
　委員会を設置
予算決算特別委員会
委員長：牧田 秀憲
副委員長：前田 孝
委員：全議員
新庁舎建設特別委員会
委員長：山田 栄
副委員長：柘植 宏一
委員：全議員

新
た
に
選
任
さ
れ
た

渡
辺 

孝
男
議
員

議
会
選
出
監
査
委
員

臨時会の審議結果

“
改
選
後
の
臨
時
会
”

議
長
に
髙
井
厚
議
員
、

副
議
長
に
牧
田
秀
憲
議
員

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

　

10
月
18
日
に
、
市
議
会
第
１
回
臨
時

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回臨

時
会

平成30年

議案の審議結果

　平素より市議会に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り、心より厚く
お礼申し上げます。
　このたびの臨時会におきまして、議長、副議長に就任いたしました。多様
な意見を集約し、公正かつ円滑な議会運営に全力を傾けて取り組んでまいる
所存です。
　市民の皆様におかれましては、引き続き議会へご理解とご支援を賜ります
よう、心よりお願い申し上げます。

議案番号 議案名 主な内容 結　果

選第 2 号 議長選挙 議長を決める選挙 髙井厚議員　当選

選第 3 号 副議長選挙 副議長を決める選挙 牧田秀憲議員　当選

選第 4 号 美濃加茂市・富加町中学校組合議会議員の選挙 組合議会議員を決める選挙

髙井厚議員、牧田秀憲議
員、渡辺義昌議員、坂井
文好議員、前田孝議員　
当選

承第13号
専決処分の承認を求めることについて
平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算
（第６号）

7,338万8千円の増額、予算総額は211億5,734万
3千円 原案承認（全会一致）

議第53号 平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算
（第７号）

5億1,741万3千円の増額、予算総額は216億
7,475万6千円 原案可決（全会一致）

議第54号 平成30年度美濃加茂市水道事業会計補正予算
（第３号）

（収益的支出）410万3千円の増額、予算総額は
15億2,001万3千円 原案可決（全会一致）

議第55号 美濃加茂市監査委員の選任
監査委員のうち議会から選任された議員の任期満
了に伴う後任委員の選任同意（渡辺孝男議員　新
任）

原案同意（全会一致）

議第56号 美濃加茂市山之上財産区管理委員の選任 委員の欠員に伴う後任委員の選任同意（酒向孝志
氏　新任） 原案同意（全会一致）

議第57号 予算決算特別委員会の設置 特別委員会を設置するもの 原案可決（全会一致）

議第58号 新庁舎建設特別委員会の設置 特別委員会を設置するもの 原案可決（全会一致）

議　長
髙井 　厚

副議長
牧田 秀憲
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定例会の審議結果

平
成
29
年
度
一
般
会
計

ほ
か
各
会
計
決
算
を
認
定

　

市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
20

日
に
開
会
し
、
９
月
12
日
ま
で
の
会
期

24
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
26
議
案
（
請
願
1
件
を
含

む
。）
を
上
程
し
、
提
案
説
明
を
行
い
、

人
事
案
件
６
件
に
つ
い
て
は
、
質
疑
、

採
決
ま
で
行
い
、
決
算
関
係
議
案
に
つ

い
て
は
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
請
願

１
件
に
つ
い
て
は
委
員
会
付
託
を
行
い

ま
し
た
。

　

８
月
28
日
、
29
日
、
30
日
は
、
14
人

の
議
員
が
代
表
質
問
・
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
に
は
、
各
議
案
に
対
す
る

質
疑
・
委
員
会
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
審
査
の
た

め
、
９
月
３
日
に
予
算
決
算
特
別
委
員

会
、
５
日
に
文
教
民
生
常
任
委
員
会
、

６
日
に
企
画
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
に
は
、
各
議
案
に
対
す
る

委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、

定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

第
３
回定

例
会

平成30年

議案 クローズアップclose-up
　6月29日から7月1日にかけて、市内の一部地
域で断水した際に、応急給水用に使用した備蓄
用飲料水の補充等に係る経費の増額補正

承第10号
専決処分の承認を求めることについて
平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算
（第3号）

災害対策事業（535万3千円）

　6月29日から7月1日までに太田・古
井・下米田地区の断水が原因で発生し
た、個人宅やアパート、マンション、企
業などの受水槽や給湯器などの汚れの清
掃費用や、受水槽の水質検査費用をお支
払いになった方に対して同額を給付する
もの

承第12号
専決処分の承認を求めることに
ついて
平成30年度美濃加茂市水道事業
会計補正予算（第1号）
（収益的支出）水道事業費用－
　　営業費用（4,086万8千円） 　災害時における応急給水作業などを実施するに当た

り、必要な給水袋や給水車を購入するためのもの
◆給水袋…1袋当たり6
リットル程度の容量
で、背負うことができ
るリュック型の給水袋
1万枚を購入予定

◆給水車…加圧式給水タ
ンク車（圧力により水
をくみ上げたり、給水
できるもの）で、タン
ク容量1．7トン、車両
総重量は5トン未満の
ものを購入予定

議第48号
平成30年度美濃加茂市水道事業会計
補正予算（第2号）
（収益的支出）水道事業費用－営業費用（680万4千円）
（資本的支出）資本的支出－建設改良費（1,400万円）

備蓄用飲料水の運搬 給水車による給水
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全会一致で承認・可決・認定された議案議案の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 主　　な　　内　　容

承第10号 専決処分の承認を求めることについて
平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算（第 3号）

535万 3 千円の増額、予算総額は203億8,083万 5 千円
3 ページ参照

承第11号 専決処分の承認を求めることについて
平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算（第 4号）

2,286万円の増額、予算総額は204億369万 5 千円
断水対応及び豪雨対応のため、緊急出動した職員の時間外勤務手当
や、西中学校及び東中学校の倒壊の恐れのあるブロック塀の緊急改
修工事等に伴う増額補正

承第12号 専決処分の承認を求めることについて
平成30年度美濃加茂市水道事業会計補正予算（第 1号）

（収益的支出）4,086万 8 千円の増額、予算総額は15億910万 6 千円
3 ページ参照

議第43号 美濃加茂市印鑑条例の一部を改正する条例
LGBT（性的少数者）への配慮に向けた取り組みの一環として、印
鑑登録証明書の記載事項等から性別欄を削除することに伴い、所要
の改正を行うもの

議第44号 美濃加茂市体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例

西体育館の建替え工事により使用料等を変更することに伴い、所要
の改正を行うもの

議第45号 平成30年度美濃加茂市一般会計補正予算（第 5号）

6 億8,026万円の増額、予算総額は210億8,395万 5 千円
財政調整基金への積立金、「ねんりんピック岐阜2020」の将棋大会開
催に向けた準備費用、県単かんがい排水改修工事、西中学校のエレ
ベーター設置工事の設計費用等による増額補正

議第46号 平成30年度美濃加茂市国民健康保険会計補正予算（第 1号） 6,190万 2 千円の増額、予算総額は52億6,416万 8 千円
療養給付費等負担金の超過分の返還等による増額補正

議第47号 平成30年度美濃加茂市介護保険会計補正予算（第 1号）
3 億3,863万 9 千円の増額、予算総額は42億4,362万 2 千円
介護給付費準備基金への積立て、介護給付費負担金、地域支援事業
交付金の超過分の返還等による増額補正

議第48号 平成30年度美濃加茂市水道事業会計補正予算（第 2号）
（収益的支出）680万 4 千円の増額、予算総額は15億1,591万円
（資本的支出）1,400万円の増額、予算総額は 7億381万 4 千円

3 ページ参照

議第49号 市道路線の認定 市道山手514号線ほか 7路線の認定

議第50号 美濃加茂市固定資産評価審査委員会の委員の選任 任期満了に伴う後任委員の選任同意（若山充氏　再任）

議第51号 美濃加茂市教育委員会の委員の任命 任期満了に伴う後任委員の任命同意（渡邉博栄氏　再任）

議第52号 美濃加茂市古井財産区管理委員の選任 委員の欠員に伴う後任委員の選任同意（森廣實氏　新任）

諮第 1号 人権擁護委員の候補者の推薦 任期満了に伴う後任委員の推薦（伊藤左千江氏　新任）

諮第 2号 人権擁護委員の候補者の推薦 任期満了に伴う後任委員の推薦（佐合良平氏　再任）

諮第 3号 人権擁護委員の候補者の推薦 任期満了に伴う後任委員の推薦（福田美津枝氏　再任）

認第 5号 平成29年度美濃加茂市介護認定・障がい者自立支援認定審査会会計
歳入歳出決算認定 歳入3,783万5,213円　歳出3,739万8,041円

認第 6号 平成29年度美濃加茂市古井財産区会計歳入歳出決算認定 歳入109万3,536円　歳出79万5,107円

認第 7号 平成29年度美濃加茂市山之上財産区会計歳入歳出決算認定 歳入106万942円　歳出42万2,190円

認第 8号 平成29年度美濃加茂市水道事業会計決算認定 収益的収支　収入15億6,200万2,967円　支出13億5,503万 3 円
資本的収支　収入 1億5,726万8,126円　支出 6億289万5,837円

認第 9号 平成29年度美濃加茂市下水道事業会計決算認定 収益的収支　収入23億6,247万3,987円　支出22億2,817万9,265円
資本的収支　収入10億7,385万4,392円　支出16億9,647万3,139円

賛否の分かれた議案
【表示記号】
議決結果：◎…認定　　×…不採択
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　－…議長のため採決に加わらない

議
決
結
果

議　　　員　　　名

渡
辺
孝
男

酒
向
信
幸

日
置
祥
子

牧
田
秀
憲

渡
辺
義
昌

坂
井
知
足

村
瀬
正
樹

渡
辺
益
巳

髙
井　

厚

前
田　

孝

金
井
文
敏

柘
植
宏
一

片
桐
美
良

森　

弓
子

山
田　

栄議案番号
議　　　　　案　　　　　名

主　　　な　　　内　　　容

請第 1号
国に対して「消費税10％増税中止を求める意見書」の提出を求める請願

× × × ○ × × × × － × ○ × × × × ×
消費税10％の増税中止を求めるように国へ意見書の提出を求める請願

認第 1号 平成29年度美濃加茂市一般会計歳入歳出決算認定 ◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○

認第 2号
平成29年度美濃加茂市国民健康保険会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○
歳入59億9,729万4,031円　歳出58億3,616万8,219円

認第 3号
平成29年度美濃加茂市介護保険会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○
歳入39億6,191万2,311円　歳出36億1,579万5,623円

認第 4号
平成29年度美濃加茂市後期高齢者医療会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○
歳入 5億7,675万1,667円　歳入 5億4,527万8,005円

※認第 1号の決算額は 6 ページに掲載

定例会の審議結果
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決算審査の概要

《
一
般
会
計
》

問�　

法
人
数
が
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
人
市
民
税
が
減
収
と
な
っ
た
要

因
は
。

答　

大
手
製
造
業
に
お
い
て
、
負
債
事
業

所
を
吸
収
合
併
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
あ
る
。

問�　

市
営
住
宅
の
過
年
度
分
市
営
住
宅
使

用
料
に
お
い
て
、
予
算
額
に
対
し
、
大

幅
な
増
収
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

徴
収
困
難
な
案
件
は
弁
護
士
に
委
託

し
て
お
り
、
退
去
者
を
中
心
に
８
名
の
債

権
回
収
を
お
願
い
し
た
。
電
話
催
告
、
面

談
催
告
、
住
所
不
明
の
場
合
は
、
住
所
調

査
を
行
っ
て
回
収
し
た
た
め
で
あ
る
。

問�　

飛
騨
川
・
木
曽
川
多
彩
な
交
流
機
会

創
出
事
業
が
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
理

由
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
分
析
に

よ
り
、
こ
の
圏
域
と
下
呂
市
と
連
携
し
て

名
古
屋
か
ら
人
を
呼
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ

く
ろ
う
と
計
画
し
た
が
、
実
施
す
る
上
で

必
要
な
事
務
局
的
な
役
割
を
果
た
す
人
材

の
選
出
も
含
め
て
、
圏
域
の
関
係
市
町
村

等
と
協
議
し
た
結
果
、
ま
だ
事
業
化
を
す

る
段
階
で
は
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
圏
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
々
や
美
濃
加
茂
市
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
魅

力
あ
る
圏
域
づ
く
り
、
そ
し
て
活
力
あ
る

圏
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

問�　

古
民
家
活
用
事
業
の
基
礎
調
査
の
結

果
は
。

答　

修
繕
費
の
算
出
ま
で
は
含
ま
れ
ず
、

建
物
の
図
面
や
現
状
の
傷
み
具
合
を
調
査

し
た
も
の
で
、
民
間
事
業
者
に
見
て
も
ら

う
た
め
の
基
礎
資
料
の
作
成
で
あ
る
。
雨

漏
り
が
す
る
な
ど
、
緊
急
の
も
の
に
つ
い

て
は
市
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今

後
、
活
用
す
る

上
で
必
要
な
修

繕
等
に
つ
い
て

は
、
民
間
活
用

の
中
で
、
そ
の

費
用
を
捻
出
し

て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ

る
。

問�　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
個
人
と
比
べ
て
企
業
版
が
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
要
因
は
。

答　

昨
年
度
も
視
察
ツ
ア
ー
を
組
み
、
名

古
屋
か
ら
７
社
の
企
業
、
計
11
名
の
方
に

本
市
に
来
て
い
た
だ
き
、
里
山
体
験
や
山

之
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
ご
協
力
の
も

と
、
里
山
活
用
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
そ
の

後
も
社
員
研
修
や
福
利
厚
生
な
ど
で
の
利

用
を
通
し
て
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
っ
て
地
域
課
題
を
解
決
す

る
と
い
う
こ
の
事
業
の
趣
旨
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
が
、
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
市
内

に
本
社
の
な
い
大
手
企
業
に
も
協
力
を
呼

び
か
け
て
お
り
、
今
後
、
成
果
を
出
せ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問�　

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
事
業
の
不
用
額

が
生
じ
た
理
由
は
。

答　

作
業
工
程
等
を
精
査
し
た
結
果
で
あ

る
。

問�　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業
に
つ
い

て
、
不
用
額
の
理
由
で
あ
る
食
品
ブ
ラ

ン
ド
事
業
補
助
金
の
２
件
の
相
談
が
申

請
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

事
業
者
か
ら
企
画
・
提
案
を
受
け
て
、

審
査
を
し
て
い
く
段
階
で
、
美
濃
加
茂
の

魅
力
を
ど
れ
だ
け
伝
え
ら
れ
る
か
の
具
現

化
が
難
し
い
と
い
っ
た
、
事
業
者
サ
イ
ド

の
都
合
も
あ
り
、
今
回
に
つ
い
て
は
相
談

ま
で
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

今
年
度
は
既
に
１
件
相
談
が
あ
り
、
審
査

決
算
審
査
の
概
要

　事
業
の
進
捗
や
予
算
執
行
の
状
況
、議
会
の
予
算
審
議
の
趣
旨
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
、適
正
か
つ
効
率
的
で
あ
っ
た
か
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　ま
た
、平
成
28
年
度
、29
年
度
に
引
き
続
き
、第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
事

業
に
つ
い
て
、議
会
と
し
て
事
業
評
価
を
実
施
し
、市
長
に
提
言
を
行
い
ま
し

た（
詳
細
は
18
ペ
ー
ジ
）。

会
に
至
る
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き
継
続

す
る
。

問�　

情
報
教
育
推
進
事
業
の
備
品
購
入
費

に
つ
い
て
、
今
年
度
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

導
入
す
る
が
、
現
場
で
は
電
子
黒
板
を

使
用
す
る
際
に
、
機
器
を
移
動
し
て
パ

ソ
コ
ン
を
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
教
師
が
休

憩
時
間
を
取
れ
な
い
現
状
へ
の
改
善
策

は
。

答　

各
階
に
電
子
黒
板
の
設
置
が
で
き
れ

ば
、移
動
等
に
つ
い
て
は
軽
減
で
き
る
が
、

予
算
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
各
学
校
の
必

要
状
況
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

問�　

い
じ
め
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
市
内

小
・
中
学
校
の
実
際
の
件
数
と
傾
向
は
。

答　

小
学
校
79
件
、
中
学
校
21
件
の
合
計

１
０
０
件
で
あ
っ
た
。
傾
向
と
し
て
は
、

文
科
省
で
は
、
本
人
が
い
じ
め
と
感
じ
れ

ば
い
じ
め
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
定
義
を

変
え
て
お
り
、
か
ら
か
い
や
、
ち
ょ
っ
と

し
た
い
た
ず
ら
も
子
ど
も
が
い
じ
め
と
感

じ
た
ら
、
件
数
に
上
げ
て
お
り
、
や
や
上

昇
傾
向
で
あ
る
が
、
昨
年
度
の
い
じ
め
の

解
消
率
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
約

90
％
で
あ
る
。

問�　

人
物
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
、
学
生
演

劇
祭
の
公
演
の
観
客
数
は
。

答　

１
８
４
名
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
市
内
外
か
ら
観
劇

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
に
し
て

い
き
た
い
。

問�　

生
涯
学
習
活
動
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
古
井
地
区
の
公
民
館
祭
り
を
総
合

櫻井邸

5



決算審査の概要

福
祉
会
館
で
行
う
よ
う
変
更
に
な
っ
た

が
、
会
館
を
利
用
す
る
に
当
た
り
、
課

題
は
あ
っ
た
か
。

答　

会
場
が
変
わ
る
た
め
、
役
員
、
係
員

の
方
も
い
ろ
い
ろ
苦
慮
さ
れ
た
点
は
あ
っ

た
が
、
総
合
福
祉
会
館
の
職
員
等
に
も
協

力
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
は
、
総

じ
て
、
変
わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
意
見

が
大
半
で
あ
っ
た
。
生
涯
学
習
活
動
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
施
設
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
な
体
制
で
進
め
て
い

き
た
い
。

問�　

保
健
体
育
費
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

事
務
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
の
欠
食
等

に
よ
る
食
材
の
廃
棄
状
況
は
。

答　

地
下
の
ボ
イ
ラ
ー
が
故
障
し
た
た

め
、
給
食
を
出
せ
な
か
っ
た
日
が
あ
り
、

３
日
間
で
48
万
４
，
２
９
０
円
分
を
廃
棄

し
て
お
り
、
学
級
閉
鎖
で
合
計
２
，

７
４
４
食
出
し
て
い
な
い
。
昨
年
10
月
23

日
の
台
風
の
際
は
、給
食
を
中
止
し
た
が
、

別
の
日
に
食
材
を
融
通
し
た
た
め
廃
棄
処

分
は
し
て
い
な
い
。

問�　

市
民
大
会
開
催
事
業
に
つ
い
て
、
ミ

ニ
テ
ニ
ス
の
普
及
状
況
を
ど
う
評
価
す

る
か
。

答　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

取
り
組
み
の
中
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
出

前
講
座
等
を
繰
り
返
し
な
が
ら
広
が
っ
て

き
て
お
り
、
現
在
で
も
各
地
区
の
体
育
振

興
会
等
で
研
修
事
業
と
し
て
も
行
わ
れ
て

い
る
。
人
気
の
あ
る
取
り
組
み
や
す
い
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す

発
展
で
き
る
よ
う
に
、
新
し
く
で
き
る
西

体
育
館
で
も
用
具
の
支
援
等
を
考
え
て
い

き
た
い
。

《
国
民
健
康
保
険
会
計
》

問�　

資
金
繰
入
金
に
つ
い
て
、
予
算
現
額

が
２
億
３
，
３
２
１
万
５
，
０
０
０
円

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
定
額
に

な
る
と
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

算
入
す
れ
ば
、
１
人
当
た
り
さ
ら
に

２
万
円
安
く
で
き
る
が
ど
う
か
。

答　

予
算
編
成
に
当
た
り
、
平
成
29
年
度

会
計
は
、
そ
の
財
政
運
営
を
市
で
行
っ
て

お
り
、
療
養
給
付
費
の
増
加
の
可
能
性
な

ど
、
全
て
の
リ
ス
ク
か
ら
不
足
し
な
い
よ

う
に
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
平
成
30
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
県
が
財
政
運
営
の
主

体
と
な
り
、
年
度
当
初
に
決
定
さ
れ
た
国

保
事
業
納
付
金
に
よ
っ
て
県
が
療
養
給
付

費
を
支
払
う
約
束
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

リ
ス
ク
に
備
え
て
大
き
な
予
算
を
組
む
必

要
は
な
く
な
る
。

《
介
護
保
険
会
計
》

問�　

第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
な
ど
払
え

な
い
人
が
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
用
額
が
多
く
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答　

給
付
費
の
不
用
額
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
予
算
の
見
込

み
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
不
用
額
で
あ
る
。
収
入
未
済
額
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
納
付
を
い
た
だ
け
て
い

な
い
方
々
に
対
し
て
、
国
保
年
金
課
収
納

係
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、納
付
相
談
や
、

分
納
誓
約
を
と
り
な
が
ら
計
画
的
に
納
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

る
。

《
水
道
事
業
会
計
》

問�　

有
収
率
が
90
％
を
切
っ
て
い
る
が
、

有
収
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

施
工
年
度
の
古
い
も
の
や
、
よ
く
漏

水
が
起
こ
る
箇
所
等
を
勘
案
し
て
行
っ
て

い
る
が
、
調
査
を
す
れ
ば
、
必
ず
漏
水
管

が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
平

成
29
年
度
に
お
い
て
も
大
き
な
漏
水
管
の

発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

平成29年度　一般会計の決算状況

歳入
229億4,635万円

歳出
216億6,004万円

自
主

財
財

存
依

源

源

市税
84億3,197万円
36.7%

諸収入
7億7,725万円　3.4%

繰越金
14億1,829万円
6.2%

地方交付税
21億3,681万円
9.3%

国庫支出金
23億4,360万円
10.2%

市債
14億3,900万円
6.3%

143億5,192万円
62.5%

85億9,443万円
37.5%

分担金及び負担金
4億3,817万円　1.9%

民生費
68億4,039万円
31.6%

衛生費
13億1,645万円　6.1%

消防費
7億4,978万円　3.5%

総務費
45億1,599万円
20.8%

教育費
27億7,527万円
12.8%

土木費
23億5,461万円
10.9%

公債費
16億5,520万円
7.6%

寄附金
9億8,079万円　4.3%

使用料及び手数料
2億5,748万円　1.1%

その他
20億4,797万円

8.9%

県支出金
12億469万円

5.3%

その他
14億7,033万円

6.4%

商工費
6億6,183万円　3.0%

農林業費
6億669万円　2.8%

議会費
1億6,835万円　0.8%

※数字は1万円以下を四捨五入しています。

災害復旧費
1,548万円　0.1%
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委員会審査の概要

《
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て　

平
成
30
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）》

◆
中
学
校
施
設
営
繕
工
事
（
２
０
０
万

円
）

問�　

営
繕
工
事
の
内
容
は
。

答　

大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り
、
小
学
校

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
壊
れ
た
と
い
う
事
故
を

受
け
て
、
緊
急
に
市
内
の
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
点
検
を
行
っ
た
結

果
、
基
準
に
沿
わ
な
い
学
校
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
伊
深
小
学
校
で
１
カ
所
、
西

中
学
校
で
２
カ
所
あ
っ
た
。
ま
た
、
不
適

合
で
は
な
い
が
、
倒
壊
等
の
危
険
性
が
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
、
東
中
学
校
で
１
カ
所

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
回
中

学
校
の
計
３
カ

所
に
つ
い
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

撤
去
し
、
フ
ェ

ン
ス
を
取
り
つ

け
る
と
い
う
工

事
を
行
っ
た
。

な
お
、
伊
深
小

学
校
プ
ー
ル
の
北
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
し

て
は
、
児
童
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
コ
ー

ン
を
設
置
し
て
い
る
。

《
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

◆
西
体
育
館
の
完
成
後
の
利
用
開
始
に

当
た
り
、
算
定
し
た
使
用
料
な
ど
の
変

更
が
必
要
と
な
る
た
め
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

問�　

今
回
の
条
例
改
正
で
、「
コ
ー
ト
を

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
使
用
す

る
場
合
の
加
算
料
金
」
の
規
定
を
削
っ

た
理
由
は
。

答　

西
体
育
館
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
だ
け
で

な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
り
、
映
画
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
様
々
な
用
途
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
た
め
で
あ
る
。

《
平
成
30
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）》

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
提
供
事

業
補
助
金
（
１
０
８
万
円
）

問�　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
提
供
事

業
補
助
金
の
概
要
及
び
補
正
予
算
で
の

対
応
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
園
児
の
た
め

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
を
提
供
す
る
調
理
員

を
１
日
当
た
り
５
時
間
以
上
、
雇
用
す
る

民
間
保
育
所
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

ま
た
、
入
園
の
決
定
時
期
が
、
２
月
か
ら

３
月
ご
ろ
で
あ
り
、そ
の
後
、ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
調
理
員
を
雇
う
こ

と
に
な
る
こ
と
や
、
対
象
の
民
間
保
育
所

が
、
明
応
保
育
園
、
加
茂
学
園
、
森
山
学

園
に
加
え
て
、
今
回
新
た
に
ニ
チ
イ
キ
ッ

ズ
が
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
補
正
予
算
で
の
対
応
と
な
っ
た
。

◆
こ
ど
も
園
施
設
整
備
補
助
金
（
４
億

２
，
４
４
０
万
６
千
円
）

問�　

山
手
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行

に
よ
る
施
設
整
備
補
助
金
に
お
け
る
、

県
支
出
金
と
一
般
財
源
の
負
担
割
合

は
。

答　

保
育
所
部
分
と
幼
稚
園
部
分
が
、
面

積
案
分
さ
れ
、
そ
の
部
分
の
入
所
人
員
に

よ
っ
て
基
準
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
基
準
額
に
対
し
て
、
２
分
の
１
が
県
、

４
分
の
１
が
市
、
４
分
の
１
が
事
業
主
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問�　

私
立
幼
稚
園
は
、
県
の
所
管
で
あ
る

が
、認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
た
と
き
に
、

市
が
関
わ
れ
る
の
か
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
た
時
点
で
、

幼
稚
園
分
も
含
め
て
指
導
や
相
談
を
、
こ

ど
も
課
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

委
員
会
審
査
の
概
要

委
員
会
審
査
の
概
要

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、各
常
任
委
員
会
に
て
詳
細
を
審
査
し
ま
し
た
。

※

《

　》は
議
案
名
、◆
は
主
な
内
容
、（

　）は
補
正
金
額
。

い
る
。

◆
文
化
の
森
費
（
56
万
円
）

問�　

文
化
の
森
費
の
委
託
料
及
び
備
品
購

入
費
に
つ
い
て
、財
源
56
万
円
の
う
ち
、

44
万
５
千
円
が
寄
附
金
と
な
っ
て
い
る

が
、
図
書
購
入
費
及
び
仏
像
台
座
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
充
て
る
の
は
、
寄
附
者

の
希
望
で
あ
っ
た
の
か
。

答　

２
件
か
ら
寄
附
を
受
け
て
お
り
、
１

件
は
、
伊
深
親
子
文
庫
が
解
散
さ
れ
た
た

め
、
保
有
し
て
い
た
金
額
を
文
化
振
興
の

た
め
に
寄
附
い
た
だ
い
て
お
り
、
伊
深
親

子
文
庫
の
本
来
の
意
思
を
継
い
で
、
図
書

の
購
入
に
充
て
る
。
も
う
１
件
は
、
市
内

の
寺
院
か
ら
薬
師
如
来
坐
像
ほ
か
、
仏
像

と
文
化
振
興
の
た
め
に
、
20
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
仏
像
は
、
市
の
指

定
文
化
財
で
あ
り
、
ま
ず
、
台
座
部
分
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
併
せ
て
、
岐
阜

県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
で
も
あ
る
先

生
に
仏
像
の
調
査
を
し
て
い
た
だ
く
。
な

お
、
今
後
は
、
文
化
の
森
の
収
蔵
庫
で
保

管
を
し
て
い
く
。

《
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て　

平
成
30
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）》

◆
３
ペ
ー
ジ
参
照

問�　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
購
入
し
た
店
、
購

入
し
た
水
量
及
び
そ
の
算
出
根
拠
は
。

答　

ウ
ス
イ
消
防
、
コ
メ
リ
、
ゲ
ン
キ
ー
、

工事後の写真
（東中学校の体育館北側駐輪場）

文
教
民
生
常
任
委
員
会

企
画
建
設
常
任
委
員
会

建設中の西体育館
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議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

今
回
の
定
例
会
を
傍
聴
さ
れ
た
方
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

・	

一
般
質
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に

壇
上
に
立
た
れ
た
議
員
か
ら
市
長
の
政

治
姿
勢
を
問
わ
れ
、
そ
の
答
え
と
し
て

「
活
力
」「
安
心
」「
教
育
」「
交
流
」
の

４
つ
の
基
本
施
策
が
述
べ
ら
れ
、
次
に

副
市
長
に
よ
る
、
美
濃
加
茂
を
ど
う
み

た
か
の
答
え
と
し
て
「
感
謝
」「
誇
り
」

「
持
続
」
を
大
切
に
し
た
夢
と
誇
り
あ

る
市
を
目
指
し
て
い
く
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
傍
聴
し
て
、
美
濃
加
茂
市
の
動
き

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

・	

市
長
就
任
半
年
と
い
う
こ
と
で
市
長
さ

ん
の
思
い
、
健
康
、
感
謝
、
誇
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
断
水
、

猛
暑
に
対
す
る
市
の
対
策
、
取
り
組
み

も
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
も
と
て
も

貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・	

一
問
一
答
の
活
発
な
議
論
は
良
か
っ
た
。

応
答
が
ピ
ン
ト
は
ず
れ
な
よ
う
な
答
え

も
あ
っ
た
が
。

・	

断
水
で
大
変
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
水

だ
け
で
も
こ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
と
、

災
害
時
の
心
構
え
が
必
要
と
思
い
ま
し

た
。
井
戸
水
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
も

し
電
気
ま
で
止
ま
っ
た
ら
と
心
配
も
で

き
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に
発
電
機
も
設

置
し
て
欲
し
い
。

・	

職
員
の
み
な
さ
ま
、
議
員
の
み
な
さ
ま

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
は
た
ま
た
ま
機
会
が
あ
っ
て
傍
聴
で

き
て
、
美
濃
加
茂
市
の
現
状
を
知
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
傍
聴
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
閲
覧
も
自
分
か
ら
興
味
を
持
っ

て
見
な
い
と
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
世

代
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

バ
ロ
ー
、
ア
ピ
タ
の
５
社
か
ら
購
入
し
て

お
り
、
購
入
し
た
水
量
は
、
５
万
８
，

１
２
８
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
水
量
の
算
出

根
拠
に
つ
い
て
は
、応
急
と
い
う
こ
と
で
、

あ
る
程
度
そ
の
断
水
区
域
の
人
口
か
ら
見

積
り
、
直
ち
に
購
入
で
き
る
量
を
、
各
店

舗
に
お
願
い
し
て
購
入
し
た
。

問�　

給
水
車
に
よ
る
給
水
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
購
入
本

数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
。

答　

基
本
的
な

考
え
方
と
し

て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
水
は
飲
料

水
と
し
て
、
給

水
車
に
よ
っ
て

お
配
り
し
た
水

は
、
主
に
生
活

用
水
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
の
断
水
対
応
に
つ
い
て
、
主
た
る
給

水
は
給
水
車
で
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
に
つ
い
て
は
、
持
ち
運
び
が
容
易
で
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
合
理
的
に
給
水
で
き

る
方
法
で
あ
る
た
め
、追
加
で
対
応
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て　

平
成
30
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）》

◆
災
害
対
策
事
業
（
36
万
２
万
円
）

問�　

災
害
備
蓄
用
飲
料
水
の
追
加
購
入
に

つ
い
て
、
消
費
期
限
が
、
２
０
２
０
年

５
月
で
あ
る
が
、
消
費
期
限
が
近
づ
い

た
場
合
に
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

答　

防
災
訓
練
等
に
お
い
て
、
各
地
区
で

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
予
定
し
て
い

る
。

《
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

問�　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
配
慮
に
向
け
た
取
り

組
み
の
今
後
の
展
開
は
。

答　

今
後
は
、
こ
の
条
例
以
外
で
規
定
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
法
令
で
決
ま
っ

て
い
る
も
の
を
除
き
、
明
確
な
理
由
が
な

い
も
の
は
、
全
て
性
別
欄
を
削
除
す
る
と

い
う
こ
と
を
検
討
を
し
て
い
る
。

《
平
成
30
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）》

◆
里
山
千
年
構
想
推
進
補
助
金

（
２
０
０
万
円
）

問�　

里
山
千
年
構
想
推
進
補
助
金
の
う

ち
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
補
助
事
業
の

概
要
、
限
度
額
及
び
予
算
の
執
行
状
況

は
。

答　

本
事
業
の
補
助
金
限
度
額
は
、
設
置

工
事
費
を
含
め

て
、
２
分
の
１

の
補
助
で
、
上

限
が
30
万
円
で

あ
る
。
９
月
６

日
現
在
ま
で
に

４
件
、
約
97
万

円
の
交
付
申
請

が
あ
る
。

◆
災
害
時
情
報
伝
達
体
制
確
立
事
業

問�　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
か
ら
国
庫
支
出
金
及
び

市
債
が
減
額
と
な
り
、
一
般
財
源
が
増

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

も
と
も
と
学
校
施
設
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
た
。
学

校
施
設
は
、
避
難
所
と
な
る
た
め
、
災
害

に
係
る
補
助
申
請
を
し
て
い
た
が
、
普
通

教
室
は
、
補
助
対
象
外
と
な
り
、
特
別
教

室
と
体
育
館
へ
の
設
置
だ
け
が
対
象
と

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

《
国
に
対
し
て
「
消
費
税
10
％
増
税
中

止
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
請
願
》

賛
成
の
主
な
意
見

・	

消
費
税
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

と
、
年
間
１
人
当
た
り
約
２
万
７
，

０
０
０
円
、
１
世
帯
当
た
り
約

６
万
２
，
０
０
０
円
の
負
担
増
に
な

る
。
ま
た
、
軽
減
税
率
及
び
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
の
導
入
に
よ
り
、

事
務
が
煩
雑
に
な
り
、
特
に
小
規
模

事
業
者
、
中
小
企
業
の
負
担
増
と
な

る
こ
と
か
ら
、
事
業
そ
の
も
の
が
成

り
立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

反
対
の
主
な
意
見

・	

消
費
税
が
２
パ
ー
セ
ン
ト
上
が
る
部

分
は
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費

に
ま
わ
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
軽
減
税
率
の
導
入
は
、
生
活
の

基
盤
で
あ
る
食
料
品
等
に
対
し
て
、

消
費
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
た

め
の
措
置
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
経
過
措
置
も
あ
る
。

委員会審査の概要

給水所での様子

健康の森にある薪ストーブ
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■美濃加茂市議会 議会中継　http://smart.discussvision.net/smart/minokamo/

■会議録検索システム　http://www.kaigiroku.net/kensaku/minokamo/menu.html

■視聴方法 トップページ

8月28日・29日・30日　市政一般に対する質問

会議名から選ぶ 平成30年第3回定例会

議会中継

美濃加茂市議会　議会中継

市政一般に対する質問と答弁市政一般に対する質問と答弁
14人の議員が登壇し、市政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針などについて質問を行いました。

（掲載順は質問を行った順番）

　掲載する内容は、各議員が行った質問と答弁の一部を要約したもので、
議員から提出された原文を尊重して掲載しています。ご不明な点は、各議
員にお尋ねください。
　また、全ての質問と答弁は、「美濃加茂市議会　議会中継」にて配信して
いますので、こちらもご覧ください。
　なお、議会の公式な記録は、後日公開される会議録にてご確認ください。

渡辺益巳議長

市政一般に対する質問と答弁

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

問�　

総
務
省
の
女
性
職
員
活
躍
と
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の

取
組
計
画
で
は
働
き
方
改
革
、育
児
・

介
護
等
と
両
立
し
て
活
躍
で
き
る
た

め
の
改
革
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め

の
改
革
を
掲
げ
て
い
る
が
、
庁
内
で

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に
、

美
濃
加
茂
市
に
お
け
る
女
性
職
員
の
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動

計
画
を
策
定
し
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

管
理
・
監
督
職
（
係
長
以
上
）
の
女
性

職
員
の
割
合
を
25
％
以
上
に
す
る
こ
と

や
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の

間
、
事
務
職
採
用
の
女
性
職
員
の
割
合

35
％
以
上
を
継
続
し
て
確
保
す
る
な

ど
、
５
つ
の
目
標
を
設
定
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
４
月
に
は
、「
イ

ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
、
①
年
次
有
給

休
暇
の
平
均
取
得
日
数
15
日
以
上
、
②

出
産
・
育
児
や
介
護
に
係
る
休
暇
制
度

の
活
用
率
１
０
０
％
、
③
職
員
一
人

当
た
り
の
時
間
外
勤
務
時
間
を
年
間

１
１
０
時
間
未
満
な
ど
の
数
値
目
標
を

掲
げ
、
全
職
員
が
目
標
を
共
有
し
、
職

員
が
働
き
や
す
く
、
活
躍
で
き
る
組
織

づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

問�　

仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生
活
、

個
人
の
自
己
啓
発
な
ど
、
様
々
な
活

動
に
つ
い
て
、
自
ら
希
望
す
る
バ
ラ

ン
ス
で
展
開
で
き
る
状
態
が
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
基
本
的
方

向
で
あ
り
、
本
市
が
推
進
す
る
「
カ

ミ
ー
ノ
」
に
直
結
す
る
も
の
と
考
え

る
。
こ
う
し
た
中
、
今
年
の
９
月
に

女
性
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー
が
開
設
と

な
る
が
、
更
な
る
展
望
は
。

答　

９
月
21
日
に
は
、
ア
ピ
タ
１
階
の

あ
じ
さ
い
子
育
て
広
場
内
に
カ
ミ
ー
ノ

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し

て
、「
女
性
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
種
講
座
や
セ
ミ

ナ
ー
、
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
開
催

し
て
、
女
性
活
躍
支
援
を
行
っ
て
き
た

が
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー
を
常
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
伴
走
型
の
就
労
支
援
、
子

育
て
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
結
婚
相
談
な
ど

の
場
を
提
供

し
、
気
軽
に

参
加
で
き
、

女
性
が
輝
け

る
ま
ち
の
実

現
を
一
層
加

速
し
た
い
と

考
え
て
い

る
。

酒
向
信
幸
議員

みのかも女性活躍支援センター「Re:Ola（リオラ）」
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市政一般に対する質問と答弁

本
市
の
水
対
策
の
向
上

問�　

今
夏
は
、
大
雨
に
よ
る
断
水
、
高

温
と
降
雨
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き

た
。
水
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
啓
発

や
そ
の
行
動
化
を
促
し
、
水
の
確
保

方
法
を
多
角
化
す
る
な
ど
の
観
点
か

ら
伺
う
。
市
内
に
大
規
模
な
井
戸
を

い
く
つ
か
掘
る
こ
と
で
、
河
川
水
に

頼
る
現
況
を
少
な
く
し
て
い
け
な
い

も
の
か
。

答　

井
戸
の
活
用
は
、
非
常
に
有
効
な

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
上
水
道
事
業

の
一
部
を
補
う
ほ
ど
の
水
量
が
確
保
で

き
る
か
ど
う
か
、
飲
料
水
と
し
て
の
水

質
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
、
ま
た

大
量
の
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
こ
と
に

よ
る
周
辺
へ
の
影
響
も
考
え
る
と
、
常

に
井
戸
水
に
頼
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問�　

市
民
や
自
治
会
な
ど
で
、
新
た
な

井
戸
を
掘
る
場
合
は
、
金
銭
的
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
で
は
「
災
害
時
協
力
井
戸
制

度
」
の
研
究
を
始
め
て
お
り
、
議
員
の

提
案
も
含
め
て
、
他
市
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
早
期
に
創
設
で
き
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

問�　

木
曽
川
右
岸
用
水
導
水
路
の
維
持

管
理
補
強
工
事
の
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
改
築
の
見
通
し

は
。

答　

白
川
導
水
路
は
、
建
築
か
ら
約
40

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
平
成
27
年
度
か
ら
６

年
間
の
工
期
で
、
導
水
路
は
改
築
が
必

要
な
６
・
34
㎞
の
工
事
が
始
ま
り
、
平

成
29
年
度
ま
で
に
約
40
％
が
完
了
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
農
水
管
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
石
綿
管
が
残
っ
て
い
る

地
域
が
あ
り
、
そ
の
更
新
を
優
先
し
た

上
で
営
農
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

問�　

今
回
断
水
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
次
年
度
以
降
の
予
算
化
に
生

か
す
事
柄
は
。

答　

来
年
度
予
算
に
向
け
て
は
、
上
野

配
水
池
と
森
山
配
水
池
を
結
ぶ
緊
急
連

絡
管
増
強
及
び
森
山
配
水
池
か
ら
森
山

浄
水
場
へ
の
新
た
な
送
水
管
の
設
計
と

一
部
着
手
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

髙
井
　
厚
議員

平
成
29
年
度
決
算

問�　

平
成
29
年
度
の
決
算
の
総
括
に
つ

い
て
市
長
の
思
い
は
。

答　

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
当
時
、
経
営
企
画
部

長
と
し
て
編
成
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
福

祉
や
医
療
に
か
か
る
扶
助
費
や
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
改
修
費
等
が
増
加

す
る
な
ど
、
財
源
が
不
足
す
る
厳
し
い

状
況
で
の
予
算
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
将
来
負
担
比
率
ゼ
ロ
を
堅

持
す
る
な
ど
、
各
会
計
と
も
健
全
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
も
、
市
の
中
心
と
な

る
一
般
会
計
で
は
、
地
方
創
生
の
柱
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
「
カ
ミ
ー

ノ
」
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
経
営
方
針
に
基
づ
き
「
も
っ
と

教
育
」、「
も
っ
と
活
力
」、「
も
っ
と
安

心
」、「
も
っ
と
交
流
」
の
４
つ
の
項
目

に
沿
っ
て
、
重
点
施
策
を
推
進
し
た
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

問�　

２
０
１
７
年
度
総
合
戦
略
の
中
間

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
総
点
検
を
ふ
ま
え
て
本

市
に
お
け
る
４
年
目
の
成
果
は
。

答　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
「
カ
ミ
ー
ノ
」
を
推
進
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
、
計
画
の
３
年
目
の

中
間
年
と
な
る
平
成
29
年
度
に
見
直

し
、
現
在
、
35
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

Ｋ
Ｐ
Ｉ
指
標
を
設
け
て
、
そ
の
進
捗
状

況
を
管
理
し
て
い
る
。

　

全
35
事
業
に
42
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
４
つ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に

つ
い
て
は
、
30
年
度
か
ら
指
標
を
測
定

す
る
た
め
、
実
質
38
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
対
す

る
29
年
度
末
実
績
を
み
る
と
、
目
標
を

達
成
し
た
も
の
は
25
で
あ
り
、
約
66
％

で
あ
っ
た
。

　

カ
ミ
ー
ノ
を
構
成
す
る
５
つ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
別
に
み
る
と
、「
出
会
い
・

結
婚
『
家
族
を
つ
く
れ
る
』」
の
分
野

が
、
達
成
率
約
43
％
で
あ
り
、
今
後
、

様
々
な
場
所
、
機
会
に
お
い
て
、
一
層

の
「
出
会
い
」
と
「
交
流
」
を
促
進
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
９
月
に
開
設
す
る
「
女
性
活

躍
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
り
、
市
民
に
カ
ミ
ー
ノ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

女
性
が
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
活

性
化
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

牧
田
秀
憲
議員

中山道会館にある手押し井戸
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市政一般に対する質問と答弁

保
育

問�　

２
０
１
７
年
２
月
に
公
立
保
育
園

施
設
整
備
計
画
が
示
さ
れ
た
が
進
捗

状
況
は
。

答　

こ
の
計
画
及
び
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
中
で
、
施
設
の
統
廃
合
や

民
営
化
な
ど
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
能

性
調
査
を
進
め
て
い
る
。

問�　

３
歳
児
未
満
と
３
歳
児
以
上
の
そ

れ
ぞ
れ
の
待
機
児
童
数
は
。

答　

今
年
度
は
、
８
月
28
日
現
在
ま

で
、
と
も
に
待
機
児
童
は
発
生
し
て
い

な
い
。

問�　

来
年
度
に
国
が
３
歳
児
以
上
の
保

育
料
無
償
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
需
要
増
の
見
通
し
は
。

答　

市
内
の
３
歳
児
以
上
の
子
ど
も

は
、
ほ
と
ん
ど
が
保
育
園
ま
た
は
幼
稚

園
に
通
園
し
て
お
り
、
無
償
化
が
実
施

さ
れ
て
も
施
設
量
や
就
園
率
と
い
う
観

点
か
ら
言
え
ば
、大
き
な
影
響
は
な
い
。

問�　

市
の
認
可
保
育
園
ニ
ー
ズ
調
査
は

認
可
保
育
園
が
61
・
６
％
、
幼
稚
園

が
43
・
７
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

か
。

答　

認
可
保
育
園
だ
け
で
な
く
、
民
間

の
託
児
所
や
森
の
よ
う
ち
え
ん
な
ど
に

預
け
る
方
も
い
る
。
選
択
肢
が
あ
る
こ

と
は
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
子
育
て
環
境
が
整
え
ら
れ

て
き
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

介
護
保
険

問�　

平
成
30
年
度
介
護
保
険
制
度
の
主

な
改
正
点
は
。

答　

①
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向

け
た
保
険
者
機
能
の
強
化
の
取
り
組
み

の
推
進
、
②
介
護
医
療
院
の
創
設
、
③

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
、
④
２
割
負

担
の
う
ち
、
特
に
所
得
の
高
い
層
の
負

担
割
合
が
３
割
と
な
る
な
ど
で
あ
る
。

問�　

生
活
援
助
ヘ
ル
パ
ー
は
専
門
職
ヘ

ル
パ
ー
か
ら
緩
和
さ
れ
た
基
準
の
ヘ

ル
パ
ー
に
代
わ
る
の
か
。

答　

訪
問
介
護
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
の
資
格
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
。
新
た
に
創
設
さ
れ
る
研
修
（
計
59

時
間
）
を
修
了
し
た
者
で
あ
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。
こ
れ
は
、
人
手

不
足
解
消
の
た
め
の
施
策
で
あ
る
。

問�　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
市
独
自
の

減
免
措
置
は
。

答　

所
得
段
階
の
区
分
を
16
段
階
と
し

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

支
払
い
に
関
し
て
は
可
能
な
限
り
分
納

な
ど
相
談
に
応
じ
る
。

日
置
祥
子
議員

小
中
学
校
の
プ
ー
ル

問�　

各
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
状
況
は
。

答　

１
学
期
の
授
業
で
の
使
用
回
数
は

平
均
９
・
15
回
で
あ
り
、
夏
休
み
で
は

０
〜
１
回
で
あ
っ
た
。

問�　

各
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
課
題
は
。

答　

プ
ー
ル
槽
自
体
の
傷
み
や
プ
ー
ル

サ
イ
ド
の
劣
化
な
ど
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。

問�　

今
後
の
プ
ー
ル
使
用
方
策
は
。

答　

民
間
施
設
の
活
用
や
、
委
託
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

認
知
症

問�　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数
は
順

調
に
増
え
て
い
る
か
。

答　

平
成
30
年
３
月
末
現
在
、延
べ
６
，

８
０
５
人
が
受
講
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
各
小
中
学
校
で

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
実

施
し
て
い
る
。

問�　

養
成
講
座
を
履
修
さ
れ
た
方
の
受

講
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
は
18

名
、
平
成
29
年
度
は
15
名
が
受
講
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
21
名
が
「
想
い
出
カ

フ
ェ
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

い
た
だ
い
て
い
る
。

問�　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

や
、
地
域
支
援
推
進
員
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答　

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は
、
平
成

28
年
10
月
に
設
置
し
て
、
平
成
30
年
３

月
末
ま
で
に
17
事
例
に
対
し
て
助
言
、

指
導
等
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
地
域
支

援
推
進
員
は
、
５
名
が
中
心
と
な
り
、

認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

問�　

徘
徊
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
行

方
不
明
高
齢
者
探
索
模
擬
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。

多
世
帯
同
居

問�　

多
世
帯
同
居
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
ま
た
、
住
宅
支
援
制
度
の
創
設

の
考
え
は
。

答　

三
世
代
同
居
の
推
進
は
、
有
効
な

施
策
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。
住
宅

支
援
制
度
の
創
設
は
、
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問�　

多
世
帯
住
宅
建
築
へ
の
課
題
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答　

農
地
法
、
都
市
計
画
法
、
建
築
基

準
法
な
ど
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
や
、
建

築
資
金
の
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る
。
将

来
に
渡
っ
て
地
域
を
持
続
す
る
た
め
に

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
や
空
家
・

空
地
の
有
効
活
用
な
ど
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

片
桐
美
良
議員
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市政一般に対する質問と答弁

牧
野
ふ
れ
あ
い
広
場
の
活
用

問�　

現
在
の
利
用
状
況
は
。

答　

美
濃
加
茂
市
体
育
協
会
に
加
盟
し

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
陸
上
競
技
協

会
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
に
所
属
し
て

い
る
方
々
が
、
競
技
の
練
習
場
と
し
て

年
間
約
１
１
，
８
０
０
人
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
毎
年
６
月
に

は
、
市
の
消
防
操
法
大
会
に
関
連
し
て

約
７
０
０
人
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。

問�　

管
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
運
動
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
な
く
、
利
用
に
関
し
て
は
、
い
つ
で

も
誰
で
も
利
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
。

維
持
管
理
に
関
し
て
は
、
状
況
に
応
じ

て
除
草
作
業
を
行
う
な
ど
、
必
要
最
低

限
の
対
応
を
し
て
い
る
。

問�　

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
や
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
練
習
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
整
備
し
、
環
境
を
整
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
、
牧
野
ふ
れ
あ
い
広
場
を

整
備
し
て
い
く
た
め
の
基
本
設
計
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
測
量
業
務
を

５
月
末
ま
で
に
完
了
し
、
現
在
、
測
量

結
果
を
基
に
、
流
量
計
算
や
貯
留
施
設

の
設
置
検
討
を
は
じ
め
、
法
的
な
諸
条

件
を
整
理
し
、
施
設
整
備
の
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
す
る
施
設

や
調
整
池
等
に
要
す
る
費
用
を
含
め
概

算
経
費
を
ま
と
め
て
お
り
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

問�　

可
茂
地
域
に
は
正
式
な
陸
上
競
技

場
が
な
く
、
特
に
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ

ク
を
必
要
と
す
る
競
技
は
関
市
、
各

務
原
市
等
の
競
技
場
で
行
っ
て
い

る
。
建
設
に
向
け
て
の
計
画
は
。

答　

基
本
構
想
に
は
、
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
陸
上
競
技
場
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

基
本
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま

と
ま
り
し
だ
い
地
元
の
方
々
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
や
議
会
の
皆
様
方
に
報

告
す
る
。

問�　

地
元
説
明
会
や
過
去
の
議
会
答
弁

等
で
、
基
本
計
画
に
着
手
す
る
旨
の

話
や
答
弁
が
何
度
も
さ
れ
て
い
る

が
、
本
当
に
着
手
さ
れ
る
か
。

答　

必
ず
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
所
と
考
え
て
い
る
。

　

健
康
は
自
ら
守
る
、
地
域
で
守
る
、

社
会
で
守
る
。

健
康
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た

施
設
と
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

渡
辺
義
昌
議員

県
道
２
０
７
号
線
（
旧
国
道
21

号
）
美
濃
加
茂
市
御
門
町
か
ら

各
務
原
市
鵜
沼
東
町
間
の
未
整

備
の
４
カ
所
の
取
り
組
み

問�　

神
明
堂
交
差
点
は
、
脇
道
が
あ
る

変
則
５
差
路
の
交
差
点
で
事
故
が
発

生
し
や
す
く
歩
道
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
。
脇
道
の
対
応
、
右
折
車
線
の

整
備
、
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

答　

神
明
堂
交
差
点
か
ら
御
門
交
差
点

ま
で
改
良
工
事
が
完
成
し
て
い
る
。
神

明
堂
交
差
点
以
西
の
右
折
レ
ー
ン
設
置

及
び
歩
道
設
置
計
画
は
現
在
予
定
し
て

い
な
い
。

問�　

市
役
所
本
庁
入
口
の
右
折
車
線
の

整
備
や
、
歩
道
改
良
の
考
え
は
。

答　

庁
舎
駐
車
台
数
の
減
少
や
植
栽
帯

な
ど
の
大
幅
な
改
良
工
事
が
必
要
と
な

る
と
と
も
に
、
用
地
不
足
の
可
能
性
も

あ
り
現
段
階
で
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。

問�　

太
田
本
町
５
（
太
田
小
北
口
門

前
）
交
差
点
は
変
則
的
な
交
差
点
構

造
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
の
北
口

門
を
含
む
と
５
差
路
の
交
差
の
状
態

で
あ
り
、安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

右
折
車
線
整
備
、
歩
道
整
備
に
つ
い

て
及
び
隣
接
す
る
太
田
小
の
公
園
エ

リ
ア
の
改
良
工
事
の
考
え
は
。

答　

抜
本
的
な
交
差
点
改
良
整
備
に
は

用
地
確
保
な
ど
多
大
な
費
用
と
時
間
を

要
し
、
現
実
的
に
は
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
道
路
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど

ソ
フ
ト
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

太
田
小
学
校
駐
車
場
及
び
逍
遙
公
園
の

改
修
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問�　

深
田
町
交
差
点
は
３
差
路
で
右
折

車
線
整
備
、
歩
道
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
本
年
春
か
ら
社
協
の
施
設
も
交

差
点
に
接
し
て
開
設
さ
れ
た
。
整
備

の
考
え
は
。

答　

国
か
ら
平
成
26
年
に
事
業
化
は
不

可
能
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、
当

面
は
交
通
量
や
利
用
状
況
を
注
視
し
て

い
く
。断

水
対
策

問�　

公
共
避
難
施
設
に
井
戸
を
設
置
・

整
備
し
、飲
料
水
を
確
保
す
る
考
え
は
。

答　

施
設
周
辺
に
あ
る
既
存
の
井
戸
の

利
用
協
力
な
ど
も
含
め
て
総
合
的
な
防

災
対
策
と
し
て
、
公
共
施
設
へ
の
井
戸

の
設
置
を
検
討
す
る
。

問�　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
展
開
と
し

て
井
戸
掘
り
に
対
す
る
補
助
制
度
創

設
の
考
え
は
。

答　

市
で
は
、
災
害
時
協
力
井
戸
制
度

の
研
究
を
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
新
た

な
井
戸
の
掘
削
に
対
す
る
補
助
制
度
も

検
討
す
る
。

山
田
　
栄
議員
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市政一般に対する質問と答弁

木
曽
川
３
公
園
の
豪
雨
被
害

問�　

中
之
島
公
園
の
浸
水
域
を
ど
う
想

定
し
て
い
る
か
。

答　

木
曽
川
の
高
水
位
は
12
・
１
メ
ー

ト
ル
で
、
中
之
島
公
園
の
高
さ
に
換
算

す
る
と
、
公
園
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
程
度
の
高
さ
に
な
る
。
７

月
の
豪
雨
で
は
、
水
位
は
８
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
旧
ラ
イ
ン
下
り
乗
船
場
テ
ン
ト

下
の
床
面
か
ら
、
約
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
下
が
水
位
だ
っ
た
。

問�　

修
理
復
旧
費
の
額
と
財
源
は
。

答　

化
石
林
公
園
が
４
３
０
万
円
、
ラ

イ
ン
公
園
が
２
５
０
万
円
、
中
之
島
公

園
は
工
事
に
必
要
な
測
量
設
計
費
が

３
１
０
万
円
で
あ
る
。
中
之
島
公
園
の

復
旧
工
事
費
は
、
災
害
復
旧
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
よ
う
、
国
、
県
と
協
議

を
進
め
て
い

る
。

問�　

中
之
島

公
園
護
岸

全
般
の
強

度
化
を
進

め
る
考
え

は
。

答　

被
害
を

受
け
た
護
岸

は
土
羽
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
な

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
強
固
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
整
備
す
る
計

画
で
あ
る
。

小
中
学
校
水
泳
授
業
の
あ
り
方

問�　

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
設
備
は
い
つ

ま
で
維
持
で
き
る
か
。

答　

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
、
プ
ー
ル
の
老
朽
化
診
断
を
行
う
。

そ
の
結
果
に
よ
り
見
通
し
が
も
て
る
と

考
え
て
い
る
。
財
政
上
の
課
題
も
あ
る

の
で
、
現
在
の
プ
ー
ル
を
適
切
に
管
理

し
て
、長
寿
命
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

民
間
プ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て
も
先
進

事
例
を
参
考
に
し
て
、
水
泳
授
業
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
。

問�　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
あ
る

「
水
泳
場
が
な
い
場
合
は
、
現
場
で

水
遊
び
水
泳
運
動
を
し
な
く
て
も
よ

い
が
、
安
全
の
心
得
は
必
ず
取
り
上

げ
よ
。」
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

水
泳
実
技
を
実
施
す
る
際
の
心
得

を
指
導
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
実

技
以
外
の
指
導
や
、
生
徒
指
導
的
な
側

面
か
ら
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

学
校
の
プ
ー
ル
や
リ
バ
ー
ポ
ー
ト
パ
ー

ク
の
体
験
学
習
の
中
で
、
着
衣
水
泳
な

ど
を
学
ぶ
計
画
を
立
て
て
い
る
小
学
校

が
６
校
あ
り
、
他
の
学
校
に
も
啓
発
し

て
い
き
た
い
。

村
瀬
正
樹
議員

小
規
模
多
機
能
自
治

問�　

美
濃
加
茂
市
で
は
５
次
総
で
平
成

26
年
度
ま
で
に
全
て
の
地
域
に
ま
ち

協
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た

が
、
古
井
、
太
田
、
蜂
屋
の
３
地
区

で
未
設
置
で
あ
り
、
既
設
置
の
ま
ち

協
で
も
自
治
会
な
ど
と
の
連
携
に
課

題
を
残
し
て
い
る
。
伊
賀
市
、
名
張

市
な
ど
で
は
条
例
等
で
ま
ち
協
と
自

治
会
な
ど
の
役
割
分
担
を
規
定
し
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
こ
う
し

た
枠
組
み
が
な
い
こ
と
が
ま
ち
協
設

置
推
進
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

名
張
市
が
作
っ
た
条
例
、
規
則
は

名
張
市
独
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
名
張

市
の
時
代
背
景
あ
る
い
は
課
題
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
我
が
美
濃
加
茂
市
で
は
そ
う
い
っ

た
こ
と
は
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
市
と
し
て
の
課
題
を
明
記
し
た

も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
整
備

問�　

新
庁
舎
整
備
に
関
わ
る
候
補
地
選

定
に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
視
点
も
重
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　
「
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

に
諮
問
し
て
い
る
、
立
地
適
正
化
計
画

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
で

は
、
美
濃
太
田
駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
エ
リ
ア
内
の
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
た

め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
議
論
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

緊
急
災
害
時
に
お
け
る情

報
伝
達

問�　

６
月
末
の
断
水
に
お
い
て
は
、
情

報
伝
達
機
能
の
脆
弱
性
が
改
め
て
問

題
提
起
さ
れ
た
。
将
来
予
想
さ
れ
る

災
害
緊
急
時
に
お
け
る
、
正
確
か
つ

確
実
な
情
報
伝
達
の
必
要
性
が
増
し

て
い
る
。
す
ぐ
メ
ー
ル
み
の
か
も
等

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
、
住
民
相
互
の
電
話
や

対
面
に
よ
る
情
報
伝
達
を
組
み
合
わ

せ
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ
融
合

の
緊
急
時
情
報
伝
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　

ぜ
ひ
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
で
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
に
よ
る
情
報

取
得
と
住
民
相
互
に
よ
る
情
報
伝
達
の

在
り
方
を
探
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
合
っ
た
緊
急
時
情
報
伝
達
手

段
を
早
期
に
構
築
し
て
も
ら
う
こ
と
を

期
待
す
る
。

柘
植
宏
一
議員

リバーポートパークの浸水状況（H30.7.6）
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市政一般に対する質問と答弁

６
月
29
日
の
断
水
問
題

問�　

森
山
浄
水
場
の
取
水
を
止
め
た
理

由
は
。

答　

６
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
飛

騨
地
方
で
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り
、
飛

騨
川
の
水
の
濁
り
と
臭
い
が
ひ
ど
く
な

り
、
回
復
の
見
込
み
が
立
た
な
か
っ
た

た
め
取
水
を
停
止
し
た
。

問�　

古
井
・
太
田
・
下
米
田
・
牧
野
地

区
の
み
断
水
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

市
の
水
道
水
の
供
給
の
仕
組
み
に

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、市
の
水
道
水
は
、

森
山
浄
水
場
で
作
る
自
己
水
と
県
営
山

之
上
浄
水
場
で
作
る
県
水
で
賄
わ
れ
て

い
る
。
下
米
田
・
牧
野
地
区
は
自
己
水

の
み
で
供
給
さ
れ
て
お
り
、
太
田
・
古

井
地
区
は
、
約
６
割
が
県
水
、
約
４
割

が
自
己
水
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
の
地
域
も
自
己
水
の
供
給
が
な
け
れ

ば
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
今
回
の
事
態
と
な
っ
た
。

問�　

森
山
浄
水
場
と
山
之
上
浄
水
場
と

の
配
水
管
の
連
結
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

直
接
連
結
さ
れ
て
い
な
い
が
、
森

山
配
水
池
と
上
野
配
水
池
の
間
に
緊
急

時
に
利
用
で
き
る
よ
う
緊
急
連
絡
管
が

設
置
し
て
あ
る
。

問�　

今
後
ど
の
よ
う
な
改
修
が
必
要

か
。

答　

森
山
浄
水
場
の
改
築
や
機
能
強

化
、
新
た
な
管
路
、
貯
水
施
設
の
整
備

増
強
を
検
討
す
る
。

問�　

断
水
発
生
時
に
市
民
へ
の
情
報
伝

達
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
行
っ
た

の
か
。

答　

防
災
行
政
無
線
や
す
ぐ
メ
ー
ル
み

の
か
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
車
で
行
っ
た
。

問�　

給
水
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

市
民
へ
の
対
応
策
は
。

答　

移
動
式
の
給
水
班
２
班
を
配
備
し

て
、
断
水
区
域
内
の
巡
回
給
水
活
動
を

行
っ
た
。

問�　

災
害
時
使
用
可
能
な
井
戸
の
実
態

調
査
と
マ
ッ
プ
化
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

答　

井
戸
水
の
有
効
活
用
の
た
め
に
災

害
時
協
力
井
戸
制
度
を
創
設
す
る
。

災
害
時
情
報
伝
達
体
制
確
立
事
業

問�　

防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
状
況
は
。

答　

８
月
20
日
現
在
、
１
，
１
５
５
台

で
あ
る
。

問�　

防
災
ラ
ジ
オ
貸
与
に
つ
い
て
、
貸

与
資
格
基
準
の
変
更
は
。

答　

防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
与
す
る
こ
と

は
、
情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
今
後
、
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

前
田
　
孝
議員

防
災
無
線
の
難
聴
対
策

問�　

す
ぐ
メ
ー
ル
み
の
か
も
の
登
録
状

況
は
、
１
万
件
程
度
で
あ
る
が
、
防

災
無
線
の
難
聴
対
策
と
し
て
有
効
で

あ
る
た
め
、
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

答　
「
す
ぐ
メ
ー
ル
み
の
か
も
」
は
、

情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
非
常
に
有
効

で
あ
り
、「
広
報
み
の
か
も
」
の
最
終

ペ
ー
ジ
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
方

法
の
案
内
を
、
市
の
防
災
安
全
課
等
の

窓
口
で
も
行
っ
て
い
る
。

問�　

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
０
１
８
０
―
９
９
―
５
５
０
１
）

は
、
聞
き
逃
し
た
情
報
な
ど
を
後
か

ら
聞
く
方
法
と
し
て
、
市
民
に
十
分

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
「
す
ぐ

メ
ー
ル
」
同
様
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
電
話
番
号
を
表
示
し
、
広
報
等
で

周
知
し
、
現
在
表
示
し
て
い
る
「
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
も
目
立
つ
よ
う
な

表
示
を
検
討
す
る
。

児
童
の
側
に
立
っ
た

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

問�　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
種
類
と
割
合

は
。

答　

今
年
度
の
調
査
で
は
、
給
食
を
提

供
し
て
い
る
10
小
学
校
と
３
中
学
校

で
89
種
類
の
食
品
に
対
し
て
、
延
べ

８
８
７
人
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
示
し
て
い

る
。
一
番
多
い
の
は
、「
卵
」
で
92
人

で
20
・
48
％
、次
い
で
「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
」
が
87
人
で
19
・
38
％
、
３
番
目
は

「
乳
・
乳
製
品
」
が
63
人
で
14
・
03
％

と
な
っ
て
い
る
。

問�　

安
全
な
学
校
給
食
の
考
え
方
は
。

答　

各
学
校
に
は
、
学
校
保
健
安
全
委

員
会
が
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対

応
を
し
て
い
る
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
レ
ベ
ル
１
（
詳
細
な
献
立
表
対

応
）
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
物
資
選

定
委
員
会
で
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
少
な

い
も
の
を
優
先
し
て
い
る
。
そ
の
委
員

は
、
保
護
者
に
も
お
願
い
し
て
い
る
。

聴
覚
障
が
い
者
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス

問�　

行
政
相
談
等
窓
口
や
在
宅
で
の
対

応
に
つ
い
て
、
職
員
が
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
必
要
な
要
領
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

窓
口
で
は
、
手
話
通
訳
者
を
１
名

配
置
し
て
い
る
。
在
宅
時
の
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
同
報
無
線
の
内
容
等
に
つ

い
て
は
、「
す
ぐ
メ
ー
ル
」
に
登
録
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
方
法
で
情
報
伝

達
を
行
っ
て
い
る
。
在
宅
で
相
談
し
た

い
こ
と
は
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

て
対
応
す
る
。

金
井
文
敏
議員
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市政一般に対する質問と答弁

「
共
通
投
票
所
」
の
設
置

問�　

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
投
票
日
に
駅
や
商
業
施
設
な
ど

利
便
性
の
高
い
施
設
で
投
票
で
き

る
、
共
通
投
票
所
の
設
置
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答　

有
権
者
に
と
っ
て
大
変
利
便
性
の

高
い
も
の
で
あ
る
が
、
法
律
の
改
正
以

降
、
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
の
は
、

わ
ず
か
４
自
治
体
と
少
な
く
、
全
国
的

な
広
が
り
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
二
重
投
票
を
防
ぐ
シ
ス

テ
ム
構
築
費
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

課
題
等
か
ら
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
市
も
同
じ

考
え
で
、
今
後
、
各
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
研
究
を
進
め
る
が
、
現
段
階
に

お
け
る
導
入
は
、時
期
尚
早
と
考
え
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

危
険
箇
所
の
点
検
と
対
応

問�　

大
阪
府
北
部
地
震
で
女
子
児
童
が

死
亡
し
た
事
故
を
受
け
、
県
内
市
町

村
で
は
民
間
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
点
検
を
し
て
い
る
が
、
本
市
の

点
検
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
先
に
行
わ
れ
た
小
・
中
学
校
の

緊
急
点
検
の
結
果
と
対
応
は
。

答　

民
間
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全

点
検
に
つ
い
て
は
、
８
月
か
ら
小
・
中

学
校
の
通
学
路
を
重
点
に
点
検
を
始
め

て
い
る
。
点
検
内
容
は
、
傾
き
・
ひ
び

割
れ
や
高
さ
・
厚
さ
な
ど
で
、
９
月
末

を
目
途
に
鋭
意
調
査
を
進
め
て
い
る
。

危
険
と
判
断
さ
れ
た
施
設
に
対
し
て

は
、
所
有
者
に
結
果
を
伝
え
て
、
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
点
検
の
結
果

が
、
基
準
不
適
合
や
倒
壊
の
危
険
性
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
小
学
校
で
１
カ

所
、
中
学
校
で
３
カ
所
確
認
さ
れ
、
立

ち
入
り
規
制
や
撤
去
、
取
替
工
事
を
進

め
て
い
る
。

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
る

行
政
対
応

問�　

民
法
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年

か
ら
成
人
年
齢
が
18
歳
と
な
る
。
現

在
の
中
学
生
が
対
象
と
な
る
が
、
行

政
の
取
り
組
み
は
。

答　

今
回
の
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ

は
、
若
者
の
社
会
参
加
を
促
す
も
の
で

あ
り
、現
在
、学
校
教
育
、青
少
年
の
健

全
育
成
、
未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
な
ど
、
各
課
が
連
携
し
て
各
世
代
に

対
し
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
若
者
が
自
分
た
ち
の
将
来

に
責
任
を
持
ち
、
積
極
的
に
社
会
参
加

で
き
る
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

坂
井
知
足
議員

同
報
無
線
放
送

問�　

今
回
、
大
雨
警
報
等
で
学
校
が
休

み
に
な
っ
た
が
、
地
域
の
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
情
報
伝
達
が

さ
れ
な
か
っ
た
。
今
後
こ
の
方
々
に

対
す
る
情
報
伝
達
は
、
ど
の
よ
う
に

す
る
か
。

答　

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
情

報
が
伝
達
さ
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
防
災
無
線
以
外
の
Ｆ
―
０
メ
ー
ル

の
登
録
を
お
願
い
し
、
学
校
を
通
じ
て

登
録
者
が
増
え
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

Ｆ
―
０
メ
ー
ル
の
登
録
が
で
き
な
い
個

別
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
ご
と

連
絡
を
工
夫
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

農
業
用
た
め
池
の
安
全
性

問�　

西
日
本
豪
雨
災
害
で
農
業
用
た
め

池
が
崩
壊
し
大
き
な
被
害
が
発
生
し

た
が
、
市
と
し
て
安
全
確
認
を
実
施

し
た
か
。
ま
た
、
本
市
に
は
、
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
災
害
で
地
域
住
民

の
安
全
対
策
と
し
て
説
明
が
必
要
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

た
め
池
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
各
都
道
府
県
に
対
し
て
、

た
め
池
の
点
検
を
す
る
よ
う
指
導
が

あ
っ
た
。
こ
の
指
導
に
伴
い
、
市
内
の

た
め
池
点
検
は
、
岐
阜
県
可
茂
農
林
事

務
所
に
よ
り
実
施
し
た
結
果
、
緊
急
に

修
繕
等
が
必
要
な
箇
所
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い

る
。地
域
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

該
当
す
る
自
治
会
に
、
必
要
に
応
じ
て

説
明
を
し
て
い
く
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

問�　

震
災
後
停
電
が
復
旧
し
、
通
電
が

再
開
さ
れ
る
際
に
発
生
す
る
「
通
電

火
災
」
を
未
然
に
防
ぐ
の
が
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
市
民
に
家
庭
用

火
災
警
報
器
同
様
に
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
認
知
度
向
上
策
も
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
有
効
性
は
認

識
し
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

今
年
度
配
布
を
計
画
し
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
改
訂
版
に
も
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
掲
載
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

渡
辺
孝
男
議員

内閣府・消防庁・経産省作成チラシ
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議　

会　

日　

誌
（
主
な
も
の
）

市政一般に対する質問と答弁

断
水
と
給
水
制
限

問�　

ト
イ
レ
の
水
問
題
は
。

答　

水
洗
化
の
普
及
に
よ
り
、
ト
イ
レ

の
洗
浄
水
の
確
保
は
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
に
風
呂
の

残
り
湯
の
活
用
や
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の

設
置
に
よ
る
水
の
確
保
な
ど
の
啓
発
を

す
る
と
と
も
に
、
現
在
検
討
し
て
い
る

「
災
害
時
協
力
井
戸
制
度
」
の
活
用
に

よ
り
、
地
域
で
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

問�　

独
居
・
高
齢
者
世
帯
へ
の
対
応
は
。

答　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
等
の
中
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
の
方
に
つ
い
て
、
家
庭
訪
問
等
に
よ

る
飲
料
水
及
び
生
活
用
水
の
確
保
等
に

つ
い
て
の
支
援
を
実
施
し
た
。
避
難
行

動
要
支
援
者
台
帳
登
録
者
に
対
し
て

は
、
民
生
委
員
さ
ん
に
、
断
水
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
行
い
、
電
話
に
よ
る

連
絡
や
訪
問
等
に
よ
り
支
援
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
等
、
支
援
の
必
要

な
高
齢
者
と
支
援
内
容
を
把
握
し
、
対

応
で
き
る
体
制
整
備
を
整
え
て
い
く
。

問�　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
の
公
開
が

で
き
な
い
か
。

答　

森
山
浄
水
場
の
運
転
状
況
の
一
部

を
定
期
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
な
ど
、
水
道
に
関
す
る
情
報
提
供
を

充
実
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

問�　

多
様
な
居
場
所
づ
く
り
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答　

津
田
記
念
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
和
の
学
校
」
や
、
今
夏
に
、
三
和
小

学
校
で
保
護
者
が
開
か
れ
た
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
や
、
15
年
も
続
い
て
い
る
牧
野
交

流
セ
ン
タ
ー
の
夏
休
み
子
ど
も
講
座

等
、
す
で
に
地
域
の
皆
様
が
、
子
ど
も

た
ち
に
居
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
最
近
、
新
聞
紙
上
で
県
内
他

市
の
地
域
の
方
々
が
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
他
の
部
署
と
も

連
携
し
な
が
ら
フ
ロ
ム
０
歳
プ
ラ
ン
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
面
の
教
育
」
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

下
米
田
保
育
園

問�　

用
地
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答　

今
年
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
能
性
調
査
を

発
注
し
、
民
間
事
業
者
に
対
し
、
下
米

田
保
育
園
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
市
全

体
の
保
育
園
を
対
象
に
、
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
市
場
調
査
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
土
地
の
選
定
を

し
て
い
き
た
い
。

森
　
弓
子
議員

次の定例会の予定
平成30年市議会第４回定例会

	 11月30日（金）	 初　　日
	 12月10日（月）	 一般質問
	 11日（火）	 一般質問
	 12日（水）	 質　　疑
	 20日（木）	 最 終 日

場所：市役所本庁舎3階	議場
時間：午前9時から
　　　（最終日は委員会終了後）
※日程は都合により変更となる場合があり
ます。

　詳細は議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

８
月

	

１
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

２
日	

美
濃
加
茂
市
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

	

３
日	

名
濃
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

	
	
	

定
期
総
会
（
小
牧
市
）

	

４
日	

お
ん
祭
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
夏
の
陣

	

５
日	

県
消
防
操
法
大
会
（
郡
上
市
）

	
	

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

	
	

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

	
	

表
彰
式

	

９
日	

国
道
４
１
８
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

	
	

定
期
総
会

	

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
抽
出
事
業
説
明
会
）

	

18
日	

「
８
・
17
災
害
」
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	
	

（
白
川
町
）

	

20
日	

市
議
会
第
３
回
定
例
会
（
〜
９
月
12
日
）

	
	

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

	
	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

	

24
日	

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

	
	
	

定
例
会
（
岐
阜
市
）

	

27
日	

岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議
（
恵
那
市
）

９
月

	

６
日	

共
同
募
金
会
美
濃
加
茂
市
支
会
監
査

	

７
日	

美
濃
加
茂
市
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

	

12
日	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
事
業
評
価
）

	
	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

	

14
日	

議
会
に
よ
る
事
業
評
価
に
基
づ
く
提
言

	
21
日	

み
の
か
も
女
性
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー

	
	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

	
	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
要
望
受
付

	
	

共
同
募
金
会
美
濃
加
茂
市
支
会
理
事
会

10
月

	

１
日	

当
選
証
書
付
与
式

	

６
日	

大
垣
市
制
百
周
年
記
念
式
典
（
大
垣
市
）

	

７
日	

坂
祝
町
制
施
行
50
周
年
・
坂
祝
町
社
会
福

	
	

祉
協
議
会
設
立
25
周
年
記
念
式
典

	
	
	

（
坂
祝
町
）

	

９
日	

新
議
員
研
修

	

10
日	

あ
い
愛
バ
ス
新
バ
ス
車
両
お
披
露
目
式

	

13
日	

市
戦
没
者
追
悼
式

	

14
日	

大
樹
の
遊
具
完
成
披
露
セ
レ
モ
ニ
ー

	

15
日	

議
員
全
員
協
議
会

	

18
日	

市
議
会
第
１
回
臨
時
会

	

20
日	

ｅ
‐
ｋ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ま
る
ご
と
環
境
フ
ェ
ア

	

21
日	

お
ん
祭
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
秋
の
陣

	

25
日	

企
画
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

	

26
日	

文
教
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

	
	

関
・
美
濃
加
茂
・
郡
上
・
下
呂
・
富
加
道

	
	

路
網
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
（
郡
上
市
）

	

27
日	

市
社
会
福
祉
大
会

	
	

市
文
芸
祭
表
彰
式

	

28
日	

防
災
訓
練

	

29
日	

議
会
運
営
委
員
会
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議員紹介

田口 智子（42歳）
①山手町　②無所属
③結いの会　④1回

◆任期：平成30年10月13日～平成34年10月12日
※左側の数字は議席番号。年齢は平成30年11月1日現在。

①住所　②党派　③会派　④当選回数

2

た ぐち とも こ

坂井 文好（61歳）
①蜂屋町　②無所属
③結いの会　④1回

3

さか い ふみよし

永田 徳男（66歳）
①森山町　②無所属
③結いの会　④1回

1

なが た のり お

渡辺 孝男（66歳）
①川合町　②無所属
③結いの会　④2回

5

わたなべ たか お

酒向 信幸（48歳）
①下米田町　②自由民主党
③結いの会　④2回

4

さ こう のぶ ゆき

牧田 秀憲（51歳）
①本郷町　②自由民主党
③結いの会　④3回

6

まき た ひで のり

渡辺 義昌（60歳）
①下米田町　②無所属
③結いの会　④3回

7

わたなべ よし まさ

村瀬 正樹（68歳）
①蜂屋町　②無所属
③新生会　④3回

8

むら せ まさ き

髙井 　厚（70歳）
①加茂野町　②無所属
③新生会　④3回

9

たか い あつし

前田　 孝（76歳）
①蜂屋町　②日本共産党
③日本共産党市議団　④4回

10

まえ だ たかし

金井 文敏（61歳）
①蜂屋町　②公明党
③市議会公明党　④4回

11

かな い ふみとし

柘植 宏一（65歳）
①島町　②無所属
③新しい風　④5回

12

つ げ ひろいち

片桐 美良（67歳）
①山之上町　②無所属
③結いの会　④5回

13

かた ぎり み よし

森　 弓子（64歳）
①牧野　②無所属
③結いの会　④6回

14

もり ゆみ こ

森　 厚夫（68歳）
①加茂野町　②無所属
③新生会　④7回

15

もり あつ お

山田　 栄（66歳）
①太田本町　②無所属
③結いの会　④7回

16

やま だ さかえ

17
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〒
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阜
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濃
加
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市
太
田
町
3431-1

編

次回の議会だよりは、平成31年2月1日を予定しています。ご意見ご感想は、市議会ホームページ
（ご意見・アンケート）、はがき、ファックス、メールにてお寄せください。

　 9月30日に市議会議員選挙が執行され、10月13日から新たに 4年の議
員の任期が始まりました。また、10月18日の平成30年第 1回臨時会では、
正副議長が決まり、美濃加茂市議会の新たな船出となりました。
　さて、議会だよりの関係では、この 4年間、紙面のカラー化や、各議
員が作成する一問一答方式のページ導入など、様々な改善をしてまいり
ました。今後４年間につきましても、さらに市民の皆様に読んでいた
だき、親しんでいただけるような紙面づくりに努めてまいります。
　議会だよりに対するご意見やご提案等がございましたら、議会事務局
まで、どうぞお寄せください。

議会だより編集委員会一同

集後記

活動
ピックアップ

―議会による事業評価―
今年度の提言を

行いました。
　市議会では、平成28年度から「予算決算特別委員会」を設置し、予算
と決算の総合的・一体的な審査を行っています。その活動の一環として、
議会が市の各事業を個別にチェックする「事業評価」に取り組んでいま
す。
　今年度も、対象事業の抽出やそれぞれの事業に対する評価などについ
て審議を重ね、10事業について、議会としての意見を付し、市長に直接提言しました。これらの提言が、執行
部において十分に検討がなされ、来年度の予算や各事業の取り組みに反映されることを求めています。
　今後も、この提言に基づく予算や事業への反映について、執行部から報告を求めるとともに、引き続き調査
を行っていきます。

〈平成30年度　議会による事業評価　提言一覧〉
事業名 評価 提言の主な内容

小規模特認校制度推進事業 継続
・	学校規模適正化のための制度であるため、今後は統合問題も視野に入れ、制
度の在り方や充実方策を図る。

バス路線対策事業 継続
・		他の交通機関との連携を深め、ダイヤ改正などにより、市民の利便性を高め
る（乗り継ぎで待ち時間の解消など）。

・		高齢者にやさしいバスの運行（ボランティアサポーターや弱者への料金等）

まちづくり協議会事業 拡充
・	自治会活動との住み分け・連携の明確化
・		未設立地区に対するまちづくり協議会設立への準備を地域の理解のもとに進
める。

保育園ICT活用事業 継続
・	市内全園による取り組み成果発表などを実施し、保育士間の問題点を洗い出
し、さらなる有効性を高めながら検証する。

認知症施策総合推進事業 拡充 ・		認知症の方を抱える家族への具体的支援策のさらなる充実

災害時情報伝達体制確立事業 拡充
・		すぐメールみのかもに緊急用の項目追加と普及促進
・		防災ラジオの配付拡大と発信情報の充実

クリーンパートナー事業 継続
・	もっと多くの方に理解いただき参加者を増やす努力をする。
・	制度に対する認知度を高め、事業のさらなる充実を図る。
・	補助の充実

老朽管布設替事業 継続
・	事業にもっと積極的・可及的速やかに取り組む。
・	有収率の向上を図る。

名古屋市民をみのかも定住自立圏
域へ招くツアー事業（定住）

縮小
・	圏域の町村の具体的なプランの提示
・	定住につながるような事業にする。

Caminho推進事業 継続
・	総合戦略としてのカミーノの位置付けとアクションプラン事業の明確化
・さらなる市民への周知・PR

第1回臨時会の議場装花

議場に飾られている花は、
加茂農林高校園芸流通科3年生の
生徒さんに作っていただきました。
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